
ルイ十四世の王室礼拝堂副楽長、ギヨーム・ミノレのグラン・モテ
一一Curritepopuliの作曲年代に関する考察一一

ル
イ
十
四
世
の
王
室
礼
拝
堂
副
楽
長
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ギ
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I
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え
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考
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(
l
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ル
イ
十
四
世
の
王
室
礼
拝
堂
に
お
い
て
副
楽
長
の
要
職
を
務
め
た
作
曲
家
、

ギ
ヨ

1
ム
・
ミ
ノ
レ
(
。
z
E
E
B
o
z
-ロ
2
0
T
E
-
-
g
o
a
-斗
M
O
)

に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
長
い
間
歴
史
の
忘
却
の
暗
が
り
に
置
か
れ
た
ま
ま
目
を
向
け
ら
れ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
。
ミ
ノ
レ
は
、
重
要
な
教
区
で
あ
っ
た
パ
リ
の
サ
ン
・
ジ
エ
ル

マ
ン
H
ロ
l
セ
ロ
ワ
教
会
の
楽
長
を
一
六
七
九
年
九
月
か
ら
約
四
年
間
務
め
た

後

一
六
八
三
年
に
行
わ
れ
た
王
室
礼
拝
堂
副
楽
長
の
選
抜
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
、
ド
ラ
ラ
ン
ド
(
冨
互
邑
'EnvR円
E
m
u
-
B円
H
o
-
-
a
ヨ
ム
討
小
)
、

コ
-
フ
ッ
ス

(
司
曲
目
白
色
。
。
-g回目・

5
さ
・
コ
。
唱
)
、
グ
ピ
エ

(
z
u
o
-
8
0
0
E℃
三
四
円
[
の
O
己同

V
E
n
p

。。己切言。『]・

2-zuo'g・
コ
ロ
)
ら
と
共
に
選
出
さ
れ
、
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の

四
半
期
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
四
人
の
副
楽
長
ら
の
う
ち
作
品
を
最
も
数

多
く
残
し
、
今
日
ま
で
最
も
名
の
知
ら
れ
て
い
る
の
は
ド
ラ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。

彼
は
ル
イ
十
四
世
か
ら
こ
と
の
ほ
か
重
用
さ
れ
、
グ
ピ
エ
と
コ
ラ
ッ
ス
が
退
い

馬

場

有

里

子

た
後
は
(
そ
れ
ぞ
れ
一
六
九
四
年
、

一
七
O
四
年
)
、
そ
れ
ら
の
四
半
期
を
次
々

と
兼
任
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
そ
う
し
た
な
か
で
、
ミ
ノ
レ
も
ま
た
ド
ラ

ラ
ン
ド
と
並
ん
で
、

一
七
一
四
年
九
月
に
辞
す
る
ま
で
の
三
O
年
以
上
の
長
き

に
わ
た
り
副
楽
長
の
職
務
を
果
た
し
続
け
た
存
在
で
あ
っ
た
。
現
存
作
品
の
数

17 

こ
そ
少
な
い
が
、
ミ
ノ
レ
は
、

ル
イ
十
四
世
時
代
の
王
室
礼
拝
堂
で
演
奏
さ
れ

て
い
た
音
楽
を
理
解
す
る
に
当
た
っ
て
、
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
重
要
な
作
曲

家
だ
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
ま
ず
王
室
礼
拝
堂
で
グ
ラ
ン
・
モ
テ
が
歌
わ
れ
て
い
た
背
景
に

触
れ
た
う
え
で
、
ミ
ノ
レ
の
グ
ラ
ン
・
モ
テ
の
現
存
作
品
史
料
に
つ
い
て
の
説

明
を
行
う
。
次
い
で
そ
の
中
か
ら

P
ミ
定
、
屯
忌
を
取
り
上
げ
、
そ
の
作
曲
年

代
に
関
す
る
考
察
を
述
べ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
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王
室
礼
拝
堂
に
お
け
る
国
王
の
ミ
サ
と
グ
ラ
ン
・
モ
テ

栄
撃
を
誇
る
太
陽
王
ル
イ
十
四
世
の
治
世
下
に
あ
っ
て
は
、
国
王
が
臨
席
し

て
行
わ
れ
る
王
室
礼
拝
堂
で
の
毎
日
の
ミ
サ
も
又
、
そ
の
絶
対
的
な
権
勢
を
演

出
す
る
独
特
の
特
徴
を
具
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
国
王
の
ミ
サ
は
、
王
把
マ
リ

-

H

テ
レ
l
ズ
の
存
命
中
は
正
午
か
ら
、
王
妃
の
死
後
は
国
務
会
議
の
前
に
午

前
十
時
か
ら
始
ま
り
、
お
よ
そ
三
十
分
か
け
て
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
ミ
サ
は

読
唱
ミ
サ

(
B
2
8
宮
田
回
目
)
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
こ
で
は
司

祭
が
静
か
に
ミ
サ
の
言
葉
を
述
べ
て
い
る
問
、
同
時
に
そ
の
芦
を
か
き
消
す
か

の
よ
う
に
社
麗
な
音
楽
が
演
奏
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
十
七
世
紀
半
ば
に

活
躍
し
、
王
室
礼
拝
堂
の
た
め
に
も
多
く
の
ラ
テ
ン
語
歌
詞
を
創
作
し
た
詩
人

ピ
エ

l
ル
・
ベ
ラ
ン

(Em向。
F
R
F
E
M
O
-
-
s
u
)
に
よ
れ
ば
、
国
王
の
ミ
サ

で
は
通
常
、
グ
ラ
ン
・
モ
テ

(msEB05)、
エ
レ
ヴ
ァ
シ
オ
ン
(
色
雪
白
吾
ロ
)

と
も
呼
ば
れ
る
プ
テ
ィ
・
モ
テ
(
官
民
ご

g円
巳
)
、
そ
し
て
匂
。
豆
電
包

~
E
5・》円

(
3
)
 

河内向

SH
の
三
曲
の
モ
テ
が
歌
わ
れ
て
い
た
。
王
室
礼
拝
堂
の
副
楽
長
ら
に
は
当

然
、
こ
う
し
た
日
々
の
ミ
サ
で
歌
う
た
め
の
作
品
を
作
曲
し
、
準
備
す
る
こ
と

が
大
き
な
職
務
と
し
て
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
ひ
い
て
は
十
七

世
紀
後
半
か
ら
十
人
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
、
と
り
わ
け
グ
ラ
ン
・
モ
テ
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
の
発
展
と
充
実
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ミ
ノ
レ
の
グ
ラ
ン
・
モ
テ
と
そ
の
現
存
史
料

ミ
ノ
レ
の
作
曲
し
た
グ
ラ
ン
・
モ
テ
は
、
十
九
世
紀
終
わ
り
に
ミ
ノ
レ
に
つ

い
て
の
簡
略
な
伝
記
を
著
し
た
ア
ル
ベ

l
ル
・
ル
ク
セ
ル
の
記
述
か
ら
、
少
な

く
と
も
五
O
曲
は
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
王
室
礼
拝
堂
で
歌
わ
れ
て

い
た
モ
テ
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
と
歌
詞
が
、
『
国
王
の
礼
拝
堂
の
た
め
の
モ
テ
と

エ
レ
ヴ
ァ
シ
オ
ン
」
(
通
称

-
5
0
E
F比
)
と
し
て
四
半
期
ご
と
に
ま
と
め
て
印

(4) 

刷
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
ル
ク
セ
ル
は
、
そ
の
う
ち
一
六
九
三
年
の
ミ
ノ
レ
の

(5) 

担
当
す
る
七
・
九
月
期
の
も
の
を
目
に
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
て

(6) 

い
る
グ
ラ
ン
・
モ
テ
の
数
を
、
五
O
曲
に
上
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
彼
は
、
列
挙
す
る
に
は
多
す
ぎ
る
と
し
て
、
残
念
な
こ
と
に
そ
れ
ら
の
タ

18 

イ
ト
ル
の
う
ち
の
ご
く
一
部
し
か
記
し
て
い
な
い
。
ミ
ノ
レ
の
グ
ラ
ン
・
モ
テ

の
う
ち
現
在
ま
で
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

5
5町
民
三
宮

b
o
S雪。、

n
E『え同町、。
h
u

宮町、
h
v

号
、
内
向
h
H
E
U。吉宮旬、

q
h屯宮内
ANEOU。3
H
宮内、

b
g
h

h向。
g
な
た
さ
句
、
〉
h片
足
。
。

sh辺同町
~SHhHE一
の
六
作
品
の
み
で
あ
る
。
ル
ク
セ
ル

い
ず
れ
も
一
六
九
三
年
の
『
国
王
の
礼
拝
堂
の
た

(7) 

め
の
モ
テ
と
エ
レ
ヴ
ァ
シ
オ
ン
』
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
こ

は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

ル
ク
セ
ル
が
タ
イ
ト
ル
を
記
し
て
い
る
グ
ラ
ン
・
モ
テ
に

(8) 

は
、
み
て
向
き
る
h
R
E、

p
p
sの
二
つ
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
十
八
世
紀
前

の
六
作
品
以
外
に
、

半
に
当
時
の
す
ぐ
れ
た
芸
術
家
ら
に
対
す
る
礼
賛
と
し
て
著
さ
れ
た
、
テ
ィ
ト

ン
・
「
ア
ユ

テ
ィ
エ
の
『
フ
ラ
ン
ス
の
パ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
山

E
2
2
2足
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司
き
ち
と
で
は
、
ミ
ノ
レ
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
に
お
い
て
、

E
E
a

」問、
JHhhatsboS宮
hhs、
ミ
ιE
じ
む
き
吉
宮
旬
、
ぬ
尽
き
HbhH言。ぇ
hhミ
Hhthh昏
E
H
門町、
.Eh
の

(9) 

さ
ら
に
三
つ
の
作
品
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
や
は
り
史
料
は
現
存
は

し
な
い
が
、
上
述
し
た
王
室
礼
拝
堂
副
楽
長
の
選
抜
コ
ン
ク
ー
ル
本
選
の
際
に

課
題
曲
と
し
て
作
曲
さ
れ
た
骨
皇
室
。
言
語
認
さ
な
白
星
ミ
も
、
ミ
ノ
レ
の
グ
ラ

ン
・
モ
テ
の
作
品
リ
ス
ト
の
中
に
加
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

現
存
す
る
六
つ
の
作
品
は
、
一
つ
を
除
い
て
は
(
当
時
の
大
部
分
の
グ
ラ
ン
・

モ
テ
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
)
旧
約
聖
書
の
詩
編
を
歌
詞
と
し
て
作
曲
さ
れ
た

も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、

5
5向
gに
尽
き
E

b。
邑
き
は
詩
編
第
九
四
番
(
部
分
)
、

MM『
告
町
内
h
H
E
U。
sh諮
問
は
第
一
一
八
番
(
部
分
)
、

S
室
内
喝
さ
む
も
主
君
は
第
十

二
番
、

b
g
h
号
室
な
た
さ
向
は
第
七
O
、
第
五
、
第
三
五
番
か
ら
の
部
分
的
な
抜

粋
の
組
み
合
わ
せ
、
、
立
た

b
o豆
電
三
a
s
b
E
は
第
二
七
番
が
用
い
ら
れ
て

(
叩
)

い
る
。
残
る

P
ミ
同
町
、
宅
急
は
、
先
に
述
べ
た
当
時
の
ラ
テ
ン
語
詩
人
ピ
エ

l

(
日
}

ル
・
ベ
ラ
ン
が
上
梓
し
た
『
国
王
の
礼
拝
堂
の
た
め
の
カ
ン
テ
ィ
ッ
ク
集
」
に

収
め
ら
れ
た
詩
が
出
典
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
後
に
改
め
て

詳
し
く
取
り
上
げ
る
。

作
曲
者
の
自
筆
諸
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
又
作
品
の
出
版
も
行
わ
れ
て
い
な
い

あ(た
るきめ

グこ
ラれ
ンら
の
雪作
ア旦
のー

筆{芸局、
E普を
罫足
一?'科
いは
は人
大正
さて

そき
号完
z雪
のれ
がた
あ筆
り写
、語

いで

ず
れ
も
現
在
で
は
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
「
フ
ィ
リ
ド
l
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
過
称
さ
れ
る
、
当
時
王

室
音
楽
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
一
連
の
楽
譜
史
料
に
含
ま
れ
る
筆
写
譜

(
総
譜
、
二
巻
)
に
は
、
現
存
す
る
六
作
品
全
て
が
含
ま
れ
て
お
り
、
極
め
て
重

要
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
巻
一
宮
O
国
川
口
ご
巴
町
、
宮
o
E
m
R
Z
E
2
2
5包

5[回
目
白
]
、
ロ
。

ヨ
5
5
5一
色
白
戸
白
各
省
。
-
F
u
z
m
o
u『・、司円。
s-m円同
405m-
、
。
0
1
0
N
同》釦『

同ME--ao『戸田
-Emm
。円全ロ曲目
a
a
o
F白
B
5
5ロ白色ロ岡山
OU『、
a
F・
ロ
ロ
色
白
師
会
wZH

加
向
島
g
∞
号

Z
E
E
-
o号
mszo[回一口
]
a
O
B
E
S
E
円同四回曲、宮&刊回目品・

H-即
席
白

〈刊『目白一口町加。ロ

-au吋・[同り・同
M

ロ・

mm山田・司・市町一
w
N
H
]

第
二
巻
一
宮
O
吋問吋
ω
¥
U師
、
宮
0
5
5
R
Z
g
o
E
B曲目【円。[柏戸口
]
¥
U
m

B
5
5
z
o
a
o
z
n
F白同
vo--開、

u
z
m
o
u『・、∞
2
0ロ円四叶
0
8
0・、

monEmwロロ日[白山口]
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同》
hw円同
ME--ao『
F
白山田口
A
W
O
円a-s-『町内
H
n
M
U
S
E
-内
宮
町
、
色
ロ

mou『
白
押
円
ロ
ロ
向
田
町
田

a
o
Z
M
m恒
三
一
切
口
同
庁

E
Z
E
S
E
W
S
Z刊
号
、

B
E
E口
町
内
庁
曲
目
冨
&
何
回
忌
・

p
u

回〈白白血一--何回刊ロ

-au吋・{同り'司同
ymmw-HU-mMUM
口
]

こ
れ
は
当
時
の
王
立
音
楽
図
書
館
を
管
理
し
て
い
た
ア
ン
ド
レ
・
ダ
ニ
カ
ン
・

フ
ィ
リ
ド
l
ル
(
〉
邑
尽

U
S一B
ロ
冨
ロ
E
R
E
U
N
-
-吋
凶
。
)
が
作
成
、
監
修
し
た

も
の
で
、
史
料
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

一
六
九
七
年
に
作
ら
れ
て

い
る
。
第
一
巻
に
は

5
5町
内
語
君
、
g
h
b。
豆
諸
。
、
内
需
込
句
、
。
E
h、
、
ミ
ミ

S
H
E
b。
ミ
ミ
の
一
一
一
作
品
、
第
二
巻
に
は

$
2
2
5
b。
豆
号
、

b
g
h
号
円
た
な
た

さ
旬
、
〉
九

R
b
o
s
h
a町内
~
a
s
b
E
の
三
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、
そ
の
後
に
作
成
さ
れ
た
「
ト
ゥ

l
ル
l
ズ
・
フ
ィ
リ
ド

1
ル
・
コ
レ
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ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
史
料
に
含
ま
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ヨ

ン
は
ル
イ
十
四
世
の
摘
出
子
、
ト
ゥ

l
ル
l
ズ
伯
爵
の
意
向
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
も
の
で
、
先
の
も
の
と
同
様
、

フ
ィ
リ
ド
1
ル
が
作
成
の
指
揮
を
取
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
は
芯
ミ
定
員
忌
町
三
E
b。
E

5
、
S
室内
4
5
b。S
宮
内
の
二
作
品
の

み
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
「
フ
ィ
リ
ド
l
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
は
異
な

り
、
こ
ち
ら
に
は
い
ず
れ
の
作
品
と
も
総
譜
と
パ

l
ト
譜
(
全
九
巻
)

の
二
種

類
の
史
料
が
あ
る
。

総

譜

一

〈

g

5

2
ロ[-]円
0
5
5
¥
件
、

c
z
z
n宮
0
0
0
5
5町
、

o
o
Z『・

宮
古
O
円
。
門
司
七

pmhp-u・
5
ゴ]

パ
ー
ト
畳
間
一
一
言
。
同
国
吋
ω
¥口
開
冨
OZω
自
己
"
の
O
F〉
∞
∞
戸
、
宮
白
円
胃
白
色
町

冨

E
S
E
a
m
-目
。
E
-
u
o
z
o
E
M
N
O同
・
持
冨
曲
目

5
号

冨

5
5
5
持
、

n
o
g同ugxnz『
色
町
宮
内
UEBσ
円
四
円
目
白
明
白
冨
&
g匹
、
思
円
四
四
冨
05-nZ『

富
岡
ZOHN開
H
冨
釦
-RORW
冨

5
5
Z
o
a
n
-白
n
F品
目
ロ
刊
、

E
m
o
u『
・
、
。
。
1
0
N

同
】
釦
円
。
『
島
町
四
伺
名
門
弘
臼
円
目
白
師
Oロ
〉
】
円
四
開
問
。
∞

O
B
E
g
-百
四
冨
Oロ
白
色
加
ロ
OZ円
-o

。
。
冨
同
国

U
m
叶

O
C
F
O
C
N
F
¥
宮
『
冨
・

-ME--ao円
】
.
回
目
ロ
チ
。
丘
一
口
回
一
円
m
a
m
-白

冨

E
S
E
E
m
o
u〉
件
。
白
包
o
a
o
g
z
s
g
E
σ
2
0円ynacm[師
五
、
品
目

冨

E
S
E
-
h
w
宮
司
明
。
ロ
回
以
}
目
白
宮
内
山
・
で
〉
ロ
コ
。
品
・
{
司
七
P
岡山合・同
U・5
斗
∞
]

こ
の
二
種
類
の
史
料
の
う
ち
、
パ
ー
ト
譜
の
作
成
年
代
に
関
し
て
は
、
印
制
さ

れ
た
タ
イ
ト
ル
・
ペ
ー
ジ
に
一
七
O
四
年
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
総
譜
に

は
何
の
記
載
も
さ
れ
て
い
な
い
が
、
パ
ー
ト
譜
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
ま
ず
疑
い
が
な
い
。
こ
の
「
ト
ゥ

I
ル
l
ズ
・
フ
ィ
リ

ド
ー
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
膨
大
な
規
模
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
核
と
な

(
日
}

る
最
初
の
部
分
は
一
七
O
三
年
か
ら
一
七
O
五
年
に
か
け
て
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、

一
連
の
「
作
成
年
の
記
載
が
な
く
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、

印
刷
さ
れ
た
タ
イ
ト
ル
・
ペ
ー
ジ
の
備
わ
っ
て
い
な
い
」
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ

{M) 

ア
の
モ
テ
に
関
す
る
史
料
も
含
ま
れ
て
お
り
、
ミ
ノ
レ
の
こ
の
総
譜
も
そ
う
し

た
史
料
の
一
つ
と
見
な
す
こ
と
が
出
来
る
。

最
後
に
、
当
時
の
作
曲
家
セ
パ
ス
チ
ャ
ン
・
ド
・
プ
ロ
サ
l
ル

(
凶
作
宮
邑

g

円四四回円。凹回目同
-a--a一Wu--
斗一凶())

の
膨
大
な
写
譜
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
史
料

が
あ
る
。

〈
g
-
S
E
E
-
s
g
g
【
回
目
宮
司
冨

E
O円。円

百
七
P
河
内
山
田
・
〈
自
白
ヨ
回
-
U吋い
N
(
M
)
]

こ
れ
は
、

S
ミ
定
員
ミ
尽
き
E

U。
ヨ
営
。
一
由
の
み
を
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
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科
の
作
成
年
代
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
使
わ
れ
て
い
る
五
親
紙
の
透
か
し
の

年
代
の
調
査
か
ら
、
写
譜
が
行
わ
れ
た
の
は
一
六
九
四
年
以
降
で
あ
る
こ
と
が

(
日
)

分
か
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
四
つ
の
史
料
に
は
、
作
品
の
作
曲
年
代
に
つ
い
て
は
ど

こ
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
で
、

ル
ク
セ
ル
の
述
べ
て

い
る
一
六
九
三
年
の
「
国
王
の
礼
拝
堂
の
た
め
の
モ
テ
と
エ
レ
ヴ
ァ
シ
オ
ン
』

が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
史
料
は
、
王
室

礼
拝
堂
の
国
王
の
ミ
サ
で
歌
わ
れ
て
い
た
(
グ
ラ
ン
・
)

モ
テ
と
エ
レ
ヴ
ァ
シ

オ
ン

(
プ
テ
ィ
・
モ
テ
)

の
タ
イ
ト
ル
と
歌
詞
を
印
刷
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
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(
日
)

だ
し
、

ω担
当
窓
口
日
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
史
料
に
は

興
味
深
い
特
徴
が
あ
る
。
あ
る
年
の
四
半
期
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
に
お
け
る
本

体
部
分

(
A
)
と
、
同
じ
副
楽
長
が
担
当
し
た
一
つ
前
の
四
半
期
に
印
刷
さ
れ

た
も
の
に
お
け
る
本
体
部
分

(B)
と
を
比
較
し
た
場
合
、

A
は、

B
の
内
容

が
そ
の
ま
ま
転
載
さ
れ
た
上
で
、
末
尾
に
新
た
に
幾
つ
か
の
作
品
が
付
け
足
さ

れ
た
体
裁
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
付
加
的
累
加
的
な
特
徴
に
よ
り
、

こ
の
史
料
は
そ
こ
に
載
せ
ら
れ
た
作
品
の
作
成
年
代
に
関
す
る
重
要
な
手
が
か

り
を
提
示
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ミ
ノ
レ
の
場
合
、
現
存
六
作
品
の
全
て
が
含
ま
れ
て
い
る
と
ル
ク
セ
ル
が
述

ベ
た
一
六
九
三
年
の
史
料
の
実
物
が
現
在
で
は
所
在
不
明
の
た
め
、
大
作
品
が

そ
の
中
の
ど
の
辺
り
に
位
置
し
て
い
る
の
か
、
又
、
作
品
相
互
の
相
対
的
な
年

代
関
係
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
確
認
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
。
だ
が
少
な
く
と
も
、
こ
の
史
料
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
か
ら
、
六
作
品
の
い
ず
れ
も
一
六
九
三
年
以
前
の
作
品
だ
と
見
な
し
て
良

い
こ
と
に
な
る
。
な
お
芯
ミ
定
員
ミ
尽
き

E
Uむ
き
雪
。
に
関
し
て
は
さ
ら
に
、
前

述
し
た
プ
ロ
サ
l
ル
が
作
成
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
カ
タ
ロ
グ
に
、
ミ
ノ
レ
の

サ
ン
・
ジ
エ
ル
マ
ン
H
ロ
l
セ
ロ
ワ
教
会
楽
長
時
代
の
作
品
と
い
う
コ
メ
ン
ト

(
げ
)

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ミ
ノ
レ
が
当
教
会
に
い
た
一
六
七
九
年
九
月
以
降
二
ハ
八

三
年
七
月
以
前
の
約
四
年
間
に
遡
っ
て
作
曲
年
代
を
限
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

町民、『民同町、。、
hhh

円リ定『江町内、。

E
b
は
、
三
六
六
小
節
か
ら
成
る
イ
短
調
の
作
品
で
あ
る
。
冒
頭

に
は
独
立
し
た
長
い
サ
ン
フ
ォ
ニ

l
が
置
か
れ
、
そ
の
後
に
明
確
な
区
切
り
の

あ
る
こ
部
分
が
続
く
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
ミ
ノ
レ
の
現

存
作
品
の
作
曲
年
代
は
、
史
料
・
文
献
か
ら
得
ら
れ
る
手
が
か
り
を
全
て
合
わ

せ
て
も
、
志
、
H
h
R
m
Hミ町内、

り
も
前
に
遡
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
内
定
ミ
同
町
、
。
、
忌
に
限
つ
て
は
、
そ
の
歌

詞
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
曲
年
代
を
ほ
ぼ
特
定
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
で
は
そ
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。
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一ー一. 
一
円リ
Hhn込
旬
、
号
制
h
a
の
歌
詞

こ
の
グ
ラ
ン
・
モ
テ
の
歌
詞
が
通
例
と
異
な
り
、
詩
編
で
は
な
く
、
当
時
創

作
さ
れ
た
ベ
ラ
ン
の
ラ
テ
ン
語
詩
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
も
述
べ

(
凶
)

た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
出
典
を
さ
ら
に
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。
こ
の
作
品
の

歌
詞
の
出
典
が
ベ
ラ
ン
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
、
恐
ら
く
∞
担
当
医
ロ
聞
が

(
凶
)

最
初
で
あ
る
。
但
し

ω
白
老
在
日
の
研
究
は
特
に
ミ
ノ
レ
の
作
品
に
焦
点
を
当
て

た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
そ
こ
で
は
出
典
の
詳
細
な
同
定
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

ミ
ノ
レ
の
こ
の
グ
ラ
ン
・
モ
テ
の
冒
頭
句

A
5
5
3宮
】
勺
は
、

ベ
ラ
ン
の
詩

集
『
国
王
の
礼
拝
堂
の
た
め
の
カ
ン
テ
ィ
ッ
ク
集
」
の
中
の

zEO〈
問
。

E
m

冨
〉

m-Haaペ
包
凶
(
お
と
め
殉
教
者
の
た
め
)
3

(
資
料
1
)
の
冒
頭
で
あ
り
、
曲
で
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(
初
)

は
そ
の
ま
ま
こ
の
詩
の
全
体
が
使
わ
れ
て
い
る
(
資
料
4
参
照
)
。
し
か
し
曲
の

歌
詞
は
そ
こ
で
終
わ
っ
て
は
お
ら
ず
、
さ
ら
に
詩
行
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
こ
れ
ら
の
部
分
は
、
実
は
ペ
ラ
ン
の
同
じ
詩
集
に
収
め
ら
れ
た
さ
ら
に

二
つ
の
異
な
る
詩
、

A
Z
目
白
O
ω
〉

zn.口
問
、
〈

U
0
5
2
(聖
ル
イ
の
祝
日

に
)
=
(
資
料
2
)
及
び
E
H
Z

目
向
。
ω〉

zn計
開
回
目
白
ω日
(
聖
テ
レ
ジ
ア

の
祝
日
に
)
=
(
資
料
3
)
か
ら
の
引
用
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
ミ
ノ
レ
の
グ
ラ

ン
・
モ
テ
内
リ
ミ
え
た
』
退
官
民
の
歌
詞
は
、
異
な
る
三
つ
の
詩
を
用
い
て
そ
こ
か
ら

の
引
用
部
分
を
継
ぎ
合
わ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

手
の
込
ん
だ
歌
詞
の
作
り
方
が
さ
れ
て
い
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
、
次
に
そ

(
幻
}

の
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一ー一. 
一一
歌
調
か
ら
窺
え
る
作
曲
の
背
景
と
作
曲
年
代

初
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
詩
「
お
と
め
殉
教
者
の
た
め
」
は
そ
れ
ほ
ど
長
い

も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
グ
ラ
ン
・
モ
テ
を
作
曲
す
る
に
十
分
な
長
さ
を
得

る
た
め
、
適
当
な
長
さ
の
詩
行
が
継
ぎ
足
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ

な
く
は
な
い
。
継
ぎ
合
わ
せ
に
用
い
ら
れ
た
こ
つ
の
詩
の
全
体
的
な
内
容
は
そ

れ
ぞ
れ
、
「
聖
ル
イ
の
祝
日
に
」
は
国
王
聖
ル
イ
の
戦
い
の
様
子
を
描
写
し
そ
の

勝
利
を
称
え
る
も
の
、
「
聖
テ
レ
ジ
ア
の
祝
日
に
」
は
フ
ラ
ン
ス
を
挙
げ
て
聖
テ

レ
ジ
ア
の
死
を
花
と
奏
楽
を
も
っ
て
称
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
聖
テ
レ

ジ
ア
の
祝
日
に
」
に
関
し
て
は
「
お
と
め
殉
教
者
の
た
め
」
と
内
容
的
に
共
通

す
る
と
こ
ろ
が
多
い
た
め
、
途
中
の
十
一
行
分
の
み
が

nR3.定
、
宅
急
に
引
用

一

五

山

口

ゆ

m

-

‘

2

由

F

唱

F

一
E
R
M
H
K
Z
-
L
九

・

剛

伽

e

一
7

山

帥

占

ι
田
・
田
品

Lm
・

凪

品

川

d

引

出

口

町

一L
Y
山
町
叫

M

l

w

-

M

h

M

M

.

-

叫

W

H
z
r
h
u
h
-岨

d

川
凶

a

“

..9m
払

叩

一

口

町

じ

叩

-
m
d
剛

1

一
山
刷

-
u
b
h
h

・・
m
m
加

-u・

一
J

J
歪

F

F

m

.

m

p

D

a

d

H

叫

E

C

副

C

町

一
R

4

F

M

h

b

川

M

F

h

m

u

h

M

V

一
F

J

u

-

-

ι

F

S

V

A

r

E

-

p

V

l

L

m

・1

一
M
旧

「

J

d

v

-

月

:

-

F

・

i
'
F
a

、

r

v

t

t

t

一

町

1

D

，叫
d

・珍叫
ri叩
F
4
m
r
d

.

勾

R
9
一FH
a阿
砂
円
.
前

一

切

z

u

b

一

丸

町

民

略

叫

・

叩

町

J

h

・
即
日
町
四
日
・
リ

一

山

仰

向

叫

m
m
g
h

鶴印刷…
h

誠一恥抗議即日

d
U抑
制
開
明
日
明
J

畑
諮
問
部
山
知

一z
z
u
m
m
M
M
M
r
q
畑出
μ

出
ル
・
県
側
am・m
m

京
以

一
c
h咽
p
h
E
E
U
一
副
・
峰
隠
・
回

J
M
h聞
い
担
割
臼
・
時
間
・
噛

.m
悶
印
刷
剛

-

J

明
白

d
h
e
e
h
h

一
A
P

お
ま
i

』

F
O

'l 守~~宮支XIL

tN FI>STO 
SA.NCTA TH.Bd.E..rIA. 

F L 。r目吋e
1'1.ni.s皿姐iゐb山 t争-町geJil日li..
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Inhocτlicrcli"， Ídl~応，leåmi l
F品川田rana泊..
P{.lli目白血"'.
t{allia: Virgini. 
Opp叫Oagimuir
A皿0由J>Onde阻，
Du皿 vixicin ccrri年
A回国語明Us".
古田国fix.J叩 EUit:
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資料 Perrin，Cantica pro 
capella Regis， p. 43. 

資料2 Pe凶n，Cantica pro 
capella Regis， p. 59. 
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資料3 Perrin， Cantica pro 
capella Regis， p. 63. 
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さ
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
「
お
と
め
殉
教

者
の
た
め
」

の
詩
行
と
合
わ
さ
れ
て
も
全
く

違
和
感
は
な
い
。

一
方
「
聖
ル
イ
の
祝
日
の

た
め
」
に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
も
、
引
用
さ

れ
て
い
る
の
は
「
お
と
め
の
殉
教
」
と
は
そ

ぐ
わ
な
い
戦
い
の
描
写
部
分
で
は
な
く
、
「
神

を
讃
美
し
て
歌
え
」
と
い
う
内
容
の
僅
か

行
分
で
あ
る
た
め
、
他
の
二
つ
の
詩
と
も
や

は
り
違
和
感
を
生
じ
る
こ
と
な
く
上
手
く
と

け
込
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
三
つ
の
詩
を
継
ぎ
合
わ
せ

る
こ
と
で
十
分
な
長
さ
の
詩
行
と
な
り
、
内

容
的
に
も
統
一
の
と
れ
た
歌
詞
と
な
っ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
「
聖
ル
イ
の

祝
日
に
」
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
の
が
た
つ

た
二
行
分
で
し
か
な
い
と
い
う
の
は
、
や
や

奇
妙
な
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
仮
に
、
こ

う
し
た
継
ぎ
合
わ
せ
が
単
に
詩
行
の
長
さ
を

増
や
す
目
的
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
な
ら
、

「
聖
テ
レ
ジ
ア
の
祝
日
に
」
か
ら
の
十
一
行
を

継
ぎ
足
す
だ
け
で
も
、
既
に
分
量
と
し
て
は

走れ、民よ

(rおとめ殉教者のためjより)

走れ、民よ、見よ、そして注意を向けよ。

天国の門が聞かれる。

信心深い神を生んだおとめの勝利が示される。

純潔で忠実なる花嫁に、

今日天国で夫が冠を授ける。

純潔なるおとめよ!

いともやさしき花錆よ!

いとしき者よ!

最愛の王よ!

我が花嫁よ!

いとしき方よ!

私は燃えさかり、紅潮している。

愛によって弱っている。

来たれ、来たれ。

来たれ、すみやかに。

そして花婿と

遂に結び合わされよ。

Currite populi 

(PRO VIRGJNE MARTYRE) 

Cu凶tepopuli suspicite et attendite 

Porta cceli recIuditur 

Et triumphus ostenditur virginis deipara pia， 

Casta， fidelis， quam sponsus hodie 

Coronat in ccelis. 

Virgo pudica 

Conjux duIcissime 

DuIcis amica 

Rex amantissime 

Sponsa 

Dilectemi 

Uror et ardeo 

Amo問 langueo.

Veni， veni， 

vem propere 

etconjugi 

tandem conju時 ere.

イ
短
調

<r聖ルイの祝日に」より)
おお、忠実なる者たちよ、悦ぴたまえ。

神を賛美して歌え。

(r聖テレジアの祝日にjより)
ひと

聖なる女に向かつて歌え。

"' 純潔なる女に向かって歌え。

神を生んだおとめに向かつて歌え。

彼女は愛の重荷によって

押しつぶされ、嘆いている。

彼女がこの世にいた問の

愛の傷によって

つらぬかれ、さいなまれた。

そして今天国で

忠実な花嫁は

愛の喜ぴに満たされて、勝利を味わっている。

「 ONFEST…1LVDOVICI) 
o fideles latamini， 

ィ cantatelaudem Domini. 

長 (INFESTO SANCT A THERESIA) 

調 Psallitesan侃，
psallite casta， 

psallite deipara Virgini. 「いgemuit
amoris pondere， 

dum vixit in terris : 

イ Amorisvulnere 
語 transfixala叩Jit:

LEtn川町h
釘norisgaudio plena甘iumphat

sponsa fidelis. 

ミノレの CurritePopuliの歌詞(筆者訳)
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十
分
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
敢
え
て
「
聖
ル
イ
の

祝
日
に
」
か
ら
二
行
分
を
引
用
し
て
加
え
て
い
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
継
ぎ
足
さ
れ
た
詩
行
の
詩
が
そ
れ
ぞ
れ
「
聖
ル

イ
」
、
「
聖
テ
レ
ジ
ア
」

の
名
を
冠
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
名
は
、
無
論
い
ず
れ
も
直
接
の
関
係
が
あ
る
訳
で
は
な
い
と
は
い
え
、

イ
十
四
世
と
そ
の
王
妃
で
あ
っ
た
マ
リ
l
H
テ
レ
l
ズ
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
上
で
さ
ら
に
想
起
さ
れ
る
の
が
、
こ
の
王
妃
が
一
六

人
三
年
の
七
月
に
亡
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

一
六
八
三
年
七
月

と
い
う
の
は
、
偶
然
に
も
王
室
礼
拝
堂
副
楽
長
の
改
選
が
行
わ
れ
た
後
で
の
初

め
て
の
四
半
期
が
始
ま
っ
た
月
で
あ
る
。
こ
の
七
月
の
四
半
期
を
務
め
た
の
は

ミ
ノ
レ
で
あ
っ
た
。
尤
も
、
王
妃
の
葬
儀
の
際
に
歌
わ
れ
た
の
は
ミ
ノ
レ
の
作

品
で
は
な
く
、
国
王
の
室
内
楽
団
の
総
監
督
で
あ
っ
た
リ
ュ
リ
の
b
E
守
忠

と
b
m
有
名
h
E
h
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
王
妃
が
亡
く
な

っ
た
状
況
を
考
え
れ
ば
当
然
の
こ
と
と
言
え
よ
う
。
王
妃
が
息
を
引
き
取
っ
た

の
は
七
月
三
O
目
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
死
は
、
僅
か
四
日
前
か
ら
の
病

気
に
因
る
、
極
め
て
急
な
予
期
せ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ミ
ノ
レ
が

そ
の
月
の
初
め
に
副
楽
長
に
着
任
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
を
差
し

引
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
短
期
間
に
新
し
く
曲
を
仕
上
げ
る
の
は
困
難
と
言
え

る
。
と
は
い
え
、

マ
リ
I
H
テ
レ
l
ズ
の
魂
の
安
息
の
た
め
の
と
称
さ
れ
る
公

的
な
儀
式
や
ミ
サ
は
、
そ
の
年
の
終
わ
る
ま
で
の
問
、
宮
廷
に
よ
っ
て
、
又
様

々
な
宗
教
団
体
や
ア
カ
デ
ミ
ー
-
フ
ラ
ン
セ

I
ズ
、
大
学
と
い
っ
た
組
織
に
よ

っ
て
、
ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ
や
パ
リ
を
初
め
、
地
方
に
お
い
て
も
そ
の
後
も
数
多
く

行
わ
礼
的
。
そ
う
し
た
儀
式
や
ミ
サ
に
つ
い
て
の
記
録
は
決
し
て
詳
し
い
も
の

で
は
な
い
し
、
ま
し
て
や
そ
こ
で
歌
わ
れ
た
音
楽
に
つ
い
て
詳
細
に
触
れ
て
い

る
史
料
は
皆
無
に
等
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
E
n
H
E
骨
5
0号
、
声
高
E
H
E
R
S
h吋

Jレ

。
ミ
ロ
句
、
』
-
=
。
宣
言
、
3
b
h
h
h
忠
良
な
た
さ
h
q
=
同
門
苫
。
=

吋
出
向
『

-mh一九
h吋

ミ
ね
え
h
吋

河
町
-
崎
町
苫

hq

h
u
k
h
之
さ
h
q
句
む
き
さ
さ
』
州
内
句
宮
N
E
s
s
s
s
と
い
っ
た
作
品
を
書
い
た
シ
ヤ
ル
パ

ン
テ
ィ
エ

(
冨
同
門
口
・
〉
E
a
s
n
E
門
司
g
E
R
g
s
-
コ
。
品
)
ど
同
様
、
ミ
ノ
レ
も

又
、
九
月
末
ま
で
の
自
身
の
任
期
の
聞
に
王
室
礼
拝
堂
で
の
ミ
サ
で
王
妃
を
追

悼
し
て
歌
う
た
め
の
作
品
を
書
い
た
と
考
え
る
余
地
は
十
分
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
又
そ
う
で
な
い
場
合
で
も
、
王
妃
の
逝
去
の
一
年
後
で
あ
る
翌
一
六
人

四
年
に
、

一
周
忌
の
追
悼
と
し
て
作
曲
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら

24 

れ
よ
う
。
悲
し
み
の
中
に
も
穏
や
か
な
慰
め
を
感
じ
さ
せ
る
こ
の
作
品
の
全
体

的
な
曲
調
か
ら
考
え
る
と
、
或
い
は
後
者
で
あ
っ
た
可
能
性
の
方
が
高
い
と
言

え
る
か
も
知
れ
な
い
。

以
上
に
述
べ
た
、
歌
詞
の
構
成
か
ら
考
察
し
た
作
曲
の
背
景
は
、
曲
の
音
楽

的
見
地
か
ら
し
で
も
相
容
れ
な
い
も
の
で
は
な
い
。
作
品
は
、
資
料
4
に
示
し

た
よ
う
に
、
「
お
と
め
殉
教
者
の
た
め
」
の
部
分
と
、
そ
れ
以
降
の
「
聖
ル
イ
の

祝
日
に
」
・
「
聖
テ
レ
ジ
ア
の
祝
日
に
」
か
ら
の
部
分
の
間
で
、
大
き
く
区
切
ら

れ
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
作
品
全
体
の
調
性
は
イ
短
調
で
あ
る
。
し
か
し
そ

の
中
で
、
「
聖
ル
イ
の
祝
日
に
」
か
ら
の
詩
行
a
O
E
O
-
g
-
m
Z
E
E
-
n
g
g
円
。

F
E
n
B
U
。
E
R
-
の
部
分
か
ら
は
、
沈
ん
だ
短
調
か
ら
四
分
の
三
拍
子
の
長
調



ルイ十四世の王室礼拝堂副楽長、ギヨーム・ミノレのグラン・モテ
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へ
と
変
わ
り
、

一
転
、
明
る
く
喜
ば
し
い
曲
調
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
聖

テ
レ
ジ
ア
の
祝
日
に
」
の

6
苫
お
忽
恒
常
B
Eて
の
部
分
か
ら
は
再
び
短
調
へ
と

回
帰
す
る
の
で
あ
る
。
無
論
、

6
2
n
r印
有

S
E
a
-
n
g
g
o
z
E
O
B
ロ
OBE--

と
い
う
詩
行
が
長
調
で
書
か
れ
る
の
は
、
そ
の
内
容
が
「
神
を
讃
美
し
て
歌
え
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
の
だ
か
ら
む
し
ろ
至
極
自
然
な
こ
と
で
は
あ
る
。
又
、
純

粋
に
音
楽
的
に
考
え
て
も
、
そ
う
し
た
調
性
に
よ
る
対
照
を
つ
け
る
の
は
、
全

体
が
一
本
調
子
の
単
調
な
も
の
に
な
る
の
を
避
け
る
た
め
に
当
然
必
要
と
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
こ
こ
で
は
同
時
に
、
神
を
称
え
る
そ
の
よ
う
な
極
め
て

一
般
的
な
詩
句
が
、
な
ぜ
敢
え
て
ル
イ
と
い
う
名
を
冠
し
た
詩
か
ら
引
用
さ
れ

た
の
か
と
い
う
点
に
も
恐
ら
く
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
が
国
王

の
名
に
ち
な
ん
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
部
分
が
長
調
で
こ

と
さ
ら
に
晴
れ
や
か
で
喜
ば
し
い
曲
調
で
書
か
れ
る
の
は
、
ま
す
ま
す
も
っ
て

当
然
な
こ
と
と
言
え
よ
う
し
、
逆
に
さ
ら
に
は
、
そ
う
す
る
が
た
め
に
こ
う
し

た
詩
勾
が
挿
入
さ
れ
た
と
言
う
こ
と
も
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

結
ミ
ノ
レ
の
グ
ラ
ン
・
モ
テ
内
定
ミ
H

旬
、
。
宮
町
の
歌
詞
の
出
典
に
ル
イ
、
テ
レ
l

ズ
と
い
う
名
の
聖
人
に
因
ん
だ
ペ
ラ
ン
の
詩
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
決
し

て
偶
然
で
は
な
く
、
恐
ら
く
は
何
ら
か
の
意
図
が
あ
っ
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
が
む
し
ろ
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
詩
か
ら
の
引
用
が
行
わ
れ
て

い
る
の
は
、
或
い
は
こ
れ
は
曲
の
初
め
に
使
わ
れ
て
い
る
詩
「
お
と
め
殉
教
者

の
た
め
」

の
中
に
「
夫
」
と
「
お
と
め
」
の
デ
ィ
ア
ロ
ー
グ
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
想
を
得
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
国
王
ル
イ
十
四
世
の
王
妃
で
あ

っ
た
マ
リ
I
H
テ
レ

l
ズ
の
死
を
暗
示
す
る
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
尤
も
、
実
際
に
歌
詞
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
部
分
に
は
、

戸

E
o丘
n
E
担
(
ル
イ
)
、
国
百
円
-85(
テ
レ

l
ズ
)
の
い
ず
れ
の
名
も
出
て
来
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
意
図
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
曲
を
聴
く
こ

と
か
ら
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
、

い
わ
ば
隠
さ
れ
た
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
と

は
い
え
、
こ
れ
ら
の
詩
の
組
み
合
わ
せ
は
、
そ
れ
が
行
わ
れ
た
背
景
を
示
唆
し

て
い
る
と
見
な
す
に
足
る
、
優
れ
て
象
徴
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り

号
、
、
亡
、

0

・刀
J
h
v
l
v
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筆
者
の
こ
の
よ
う
な
考
察
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
あ
く
ま
で
推
論
の
域
を
出
な

い
も
の
で
は
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
曲
が
王
妃
マ
リ
l
H
テ
レ

l
ズ
の
追
悼

の
た
め
に
書
か
れ
た
と
い
う
可
能
性
な
い
し
蓋
然
性
は
か
な
り
高
い
と
思
わ
れ

る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
作
品
の
作
曲
年
代
は
、

一
六
八
三
年
、
若
し
く

は
そ
の
一
年
後
の
一
六
八
四
年
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

今
後
は
、
残
る
課
題
と
し
て
、
こ
の
考
察
の
よ
り
客
観
的
な
裏
付
け
と
成
り
得

る
新
た
な
文
献
、
史
料
の
発
見
に
期
待
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
調
査
研
究
を
行
つ

て
行
き
た
い
。
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ルイ十四世の王室礼拝堂副楽長、ギヨーム・ミノレのグラン・モテ
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ら
く
の
問
は
、
実
際
に
デ
ュ
・
モ
ン
や
リ
ュ
リ

Q
n
g・
切
由
主

mRE--『
FE---]・

-aUM--S吋
)
ら
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
グ
ラ
ン
・
モ
テ
な
い
し
プ
テ
ィ
・

モ
テ
の
歌
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、
作
者
の
死
後
、
即
ち
一
六
七
五
年
以
降
は

殆
ど
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
ミ
ノ
レ
の

nE3.H向
、
告
z
h

は
、
従
っ
て
、

突
然
思
い
出
さ
れ
た
よ
う
に
ペ
ラ
ン
の
詩
に
作
曲
し
た
例
外
的
な
作
品
と
言
え

る。

(
m
w
)
ω
担
当

E
ロ
P

。、・円九
F

・
2v・品品ム
u
・

(
却
)
但
し
、

d
a宮
5
・
と
い
う
語
は
ペ
ラ
ン
の
詩
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
(
曲
の
後

の
部
分
に
も
う
一
箇
所
あ
る
も
の
に
つ
い
て
も
同
様
)
。

(
幻
)
歌
詞
の
継
ぎ
合
わ
せ
を
行
っ
た
の
は
必
ず
し
も
ミ
ノ
レ
本
人
で
は
な
か
っ
た

可
能
性
も
あ
る
。
例
え
ば
礼
拝
堂
の
司
祭
に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
曲
が
書
か
れ
た
背
景
を
論
じ

る
限
り
に
お
い
て
、
歌
詞
の
作
成
者
が
誰
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
は
、
さ
し
て
重

要
で
は
な
い
。

(
幻
)
富
民
?
〉
ロ
円
O
E
o
n
E日
宮
口

z
n
n
ミ

E
室
内
、

sこ
a
b
h
忌
ミ
之
官
民
同
旨
均
同
町
昌
司

ミ
ね
え
同
・
昌
弘
、
r
n
E・
F
S
U
R
Dロ
{
E
E回
一
回

E
加。

--N89・
唱
・
〈
-
丘
・

ふ
リ
口
山

，41
室
副本
論
は
、
広
島
芸
術
学
会
第
五
八
回
例
会
で
行
っ
た
口
頭
発
表
(
「
十
七
世
紀
後
半

の
フ
ラ
ン
ス
王
室
礼
拝
堂
に
お
け
る
グ
ラ
ン
・
モ
テ
と
ギ
ヨ

l
ム
・
ミ
ノ
レ
の
作

品
」
)
に
基
づ
き
な
が
ら
、
そ
の
一
部
を
取
り
上
げ
、
詳
細
に
扱
っ
た
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
発
表
で
は
、
筆
者
の
博
士
論
文
の
テ
l
マ
で
あ
る
ギ
ヨ

l
ム
・
ミ
ノ
レ
に
つ
い

て
、
殆
ど
良
く
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
の
作
曲
家
の
紹
介
の
意
味
も
兼
ね
て
、
彼
の
作
品

と
生
涯
、
又
そ
の
時
代
的
背
景
に
つ
い
て
、
敢
え
て
か
な
り
全
般
的
に
述
べ
る
性
格
の

も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
は
論
文
と
い
う
形
態
を
鑑
み
、
対
象
を
ミ
ノ
レ

の
グ
ラ
ン
・
モ
テ
の
一
作
品
に
限
定
し
、
そ
の
作
曲
年
代
に
関
す
る
問
題
を
論
じ
る
こ

と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
研
究
は
日
本
学
術
振
興
会
か
ら
交
付
さ
れ
た
科
学
研
究
費
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
ば
ば
・
ゆ
り
こ

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
)
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